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大阪市立大学「地域連携センター年報 2016」発行にあたって
　平素より本学の地域連携センター事業にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。
　地域連携センターは、教育・研究と並び、大学の重要な使命である地域貢献を総合的かつ組
織的に遂行するために 2013 年 2月に開設されました。
　この間、本学の地元である住吉区を含む近隣６区との間に連携協定を締結し、防災や情報アー
カイブなどの事業を展開するほか、「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」およびその
後継事業であるＣＯＣ＋事業の推進等を通じて地域との連携を強化し、本学中期計画に基づき、
地域貢献活動の「見える化」を図ってまいりました。また、2017 年 4 月からは新たに発足し
た社会連携課が事務局を担当することとなり、窓口機能の強化に加えて各種機能の整理・見直
しを目指しています。
　さて、本年報では「2016 年度の地域連携事業の概要」として、部会活動で行っている（１）
地域貢献、（２）公開講座、（３）小中高大連携、の３つの柱ごとに、１年間の取り組み概要を
まとめています。ここでは、大阪市との連携協定に基づく事業やナレッジキャピタル「超学校」
など新たな取り組みについても紹介されています。
　本年報が地域連携センターにおける各種活動実績を記録する資料として、加えて、地域と大
学のさらなる連携のきっかけとして活用していただけるものとなることを念願しています。

2017（平成 29）年７月

地域連携センター所長　宮野道雄
（学長補佐（地域貢献担当））

組　織 施　設
組織図

センター外観 アクセス図：キャンパスマップ
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